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シンボルマーク 

づ砂飴 

元気に水しぶきを上げる子供たち 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

待
っ
て
 

い
た
 

プ
ー
ル
 

開
き
 

市
内
の
各
小
・
中
学
校
で
は

一
斉
に
プ
ー
ル
開
き
が
行
わ
れ
、
 

夏
を
待
ち
か
ね
た
子
供
た
ち
が

初
泳
ぎ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

東
小
学
校
（
花
田

一
郎
校
長
 

・

児
童
数
八
十
四
人
）
で
は
、
 

七
月
一
百
に
水
泳
協
会
か
ら
コ
 

ー
チ
三
人
を
招
き
、
プ
ー
ル
開

き
を
行
い
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
露

空
で
少
し
肌
寒
い
気
候
で
し
た

が
、
校
長
先
生
の
あ
い
さ
つ
、
 

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
続
き
、
コ

ー
 

チ
の
指
導
で
準
備
体
操
の
後
、
 

子
供
た
ち
は
次
々
と
プ
ー
ル
に

入
り
、
バ
タ
足
の
練
習
を
し
た

り
、
顔
を
水
に
つ
け
た
り
し
て

元
気
に
水
し
ぶ
き
を
上
げ
て
い

ま
し
た
。
 

広報

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。

シンボルマーヲ

待
-っ
てい

た

ブ
l
ル

聞
き

元気に水しぶきを上げ.る子供たち

市
内
の
各
小

・
中
学
校
で
は

一
斉
に
プ
l
ル
聞
き
が
行
わ
れ
、

夏
を
待
ち
か
ね
た
子
供
た
ち
が

初
泳
ぎ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

東
小
学
校

(花
田

一
郎
校
長

・
児
童
数
八
十
四
人
)
で
は
、

七
月
二
日
に
水
泳
協
会
か
ら
コ

ー
チ
三
人
を
招
き
、

プ
ー
ル
聞

き
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
露

，
空
で
少
し
肌
寒
い
気
候
で
し
た

が
、
校
長
先
生
の
あ
い
さ
つ
、

テ
l
プ
カ
ッ
ト
に
続
き
、
コ
ー

チ
の
指
導
で
準
備
体
操
の
後
、

子
供
た
ち
は
次
々
と
プ
l
ル
に

入
り
、
パ
タ
足
の
練
習
を
し
た

り
、
顔
を
水
に
つ
け
た
り
し
て

元
気
に
水
し
ぶ
き
を
上
げ
て
い

ま
し
た
。

前月比

労 23，722 、 (- 3) 

女 26、410 11 (+ 9) 

計 50 ， 132 J (十 6)

世帯数 16，414 (+16) 
( 5月31日現在住民基本台帳)
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8月4日（日」虫おくり 

虫おくり火まつり 

第42回花火大会 

8月5日（月）ねぷた運行 

B月6日（火〕ねぷた運行 

8月7日（水）西北五市碧相撲大会 

ねぷた蓮行 



⑥ながしおどり 
8 月 5 日（10 : 00-）市内―円 

⑥西北五緯相撲大会 
8 月 7 日（ 8 】30-）市営相撲場 
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市民妻振杢デ 
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8 月 2日I，ぐ警）岩木4原 

Q県下登山ばやし大会 

北海道馬力大会 
87議鶏蘇 

ねぷた

。ながしおどり
8月5日(10: 00，..，，)市内一円

。西北五222相撲大会
8月7日(8: 30，..，，)市営相撲場
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ソプラノ独唱
の兼平さん 

フォスター メドレー の皆さん 

「オレゴンから愛」の皆さん 

平成 3年（1991年）7 月15日 	 広報ごしょがわら 	 （第739号）④ 

五所川原女声コーラス 

日米親善コンサ 

暴
力
の
な
い
 

明
る
い
街
づ
く
り
を
 

》
、
 

に
、
日
本
代
表
と
し
て
推
せ
ん
 

テ
 
し

大
き
な
喝
采
を
受
け
て
こ
の

度
帰
郷
し
た
、
五
所
川
原
女
声

コ
ー
ラ
ス
の
皆
さ
ん
が
、
六
月

二
十
八
日
、市
民
文
化
会
館
に

於
て
、「オ
レ
ゴ
ン
か
ら
愛
」
を

テ
ー
マ
に
、
記
念
演
奏
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
 

指
揮
者
の
兼
平
民
子
さ
ん
は

そ
の
喜
び
を
次
の
様
に
述
べ
ま

し
た
。
 

「市
民
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
、
み
ん
な
元
気
に
行
っ
て
参

り
ま
し
た
。
大
き
な
声
で
、
心

か
ら
あ
り
が
と
う
と
言
わ
せ
て

項
き
ま
す
。
 

今
夜
の
ス
テ
ー
ジ
は
、
ア
メ

リ
カ
で
の
演
奏
会
を
、
そ
の
ま

ま
、
五
所
川
原
へ
持
っ
て
参
り

ま
し
た
。
ど
う
ぞ
皆
様
も
、
今

夜
は
ア
メ
リ
カ
の
人
に
な
っ
た

つ
も
り
で
お
聞
き
下
さ
い
」
。
 

又
、
バ
ン
ク
ー
バ
市
長
か
ら

の
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
、
バ
ン

ク
ー
バ
市
と
五
所
川
原
市
、
更

に
、
女
声
コ
ー
ラ
ス
の
友
情
と

交
流
を
称
え
た
、
心
暖
ま
る
メ
 
 

ッ
セ
ー
ジ
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
回
の
記
念
演
奏
会
で
は
、
 

「さ
く
ら
さ
く
ら
J
r君
が
野
に

咲
く
バ
ラ
な
ら
」
等
、
そ
の
若

々
し
く
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
新
鮮
な

表
現
に
、
会
場
は
、
コ
ー
ラ
ス

の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
り
、
ア

ン
コ
ー
ル
が
二
度
、
三
度
と
出

る
、
大
き
な
感
動
の
渦
に
湧
き

ま
し
た
。
 

国
際
文
化
交
流
の
か
け
橋
と

な
っ
て
下
さ
っ
た
、
五
所
川
原

女
声
コ
ー
ラ
ス
の
皆
さ
ん
、「」
 

れ
か
ら
も
、
さ
わ
や
か
な
風
の

様
に
、
楽
し
い
、
い
い
歌
を
聞

か
せ
て
下
さ
い
ね
。
 

「ふ
れ
あ
い
と
 
対
話
が築

く
 
明
る
い
社
会
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
第
四
十
一
回社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
市
民
集
会
が
七

月
三
日
、
市
役
所
前
お
祭
り
広

場
で
開
か
れ
、
市
保
護
司
会
や

市
少
年
指
導
委
員
協
襲

ム
、市

学
校
警
察
連
絡
協
議
会
、
市
P
 

T
A
連
合
会
、
地
区
防
犯
協
会

な
ど
二
十
七
団
体
か
ら
約
千
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
 

集
会
で
は
、
実
施
委
員
長
代

理
の
小
山
内
有
義
助
役
が
 
「家

庭
、
学
校
、
地
域
社
会
が
一
致

協
力
し
て
運
動
を
盛
り
上
げて
、
 

青
少
年
を
非
行
か
ら
守
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
 

来
賓
の
沢
村
栄
一
青森
保
護
 

《観
察
所
長
、
宮
崎
元
吉
五
所
川
 
 

原
警
察
署
長
ら
が
お
祝
い
を
述

べ
た
後
、
栄
小
学
校
六
年
生
の

其
田
香
保
里
さ
ん
と
五
所
川
原

第
二
中
学
校
三
年
生
の
新
谷
賢

子
さ
ん
が
私
の
提
言
を
発
表
、
 

五
所
川
原
地
区
B
B
s会
の
木

村
守
伸
さ
ん
が
非
行
防
止
宣
言

文
を
朗
読
し
、
 一
層
の
運
動
推

進
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
五
所
川
原
第
一

中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
や
南

小
学
校
、
五
所
川
原
小
学
校
、
 

中
央
小
学
校
の
鼓
笛
隊
を
先
頭

に
、「非
行
防
止
」
ゃ
 
「暴
力
追

放
」
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
な

が
ら
市
内
目
抜
き
通
り
を
パ
レ
 

ー
ド
し
、
非
行
と
暴
力
の
な
い

明
る
い
街
づ
く
り
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。
 

ト記念演奏会を開催 
ーオレゴンから愛ー 

去
る
六
月
七
日
か
ら
十
四
日

！
」
 
ま
で
、

ア
メ
リ
カ
・
オ
レ
ゴ
ン
 

引
 
州

s
rロ
ー
ズ
フ
エ
ス
テ
バ
ル
」
 

を
テ
ー
マ
に
 

一
 

を
受
け
、
渡
米
、
各
地
を
魅
了
 

非行と暴力のない明るい街づ

くりをアピールしたパレード 

「
市
民
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
、
み
ん
な
元
気
に
行
っ
て
参

り
ま
し
た
。
大
き
な
声
で
、
心

か
ら
あ
り
が
と
う
と
言
わ
せ
で

頂
き
ま
す
。

今
夜
の
ス
テ
ー
ジ
は
、
ア
メ

リ
カ
で
の
演
奏
会
を
、
そ
の
ま

ま
、
五
所
川
原
へ
持
っ
て
参
り

ま
し
た
。
ど
う
ぞ
皆
様
も
、

A
7

夜
は
ア
メ
リ
カ
の
人
に
な
っ
た

つ
も
り
で
お
聞
き
下
さ
い
」
。

又
、
パ
ン
ク
l
パ
市
長
か
ら

の
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
、
パ
ン

ク
l
パ
市
と
五
所
川
原
市
、
更

に
、
女
声
コ

ー
ラ
ス
の
友
情
と

交
流
を
称
え
た
、
心
暖
ま
る
メ

去
る
六
月
七
日
か
ら
十
四
日

ま
で
、
ア
メ
リ
カ
・
オ
レ
ゴ
ン

州
の
「
ロ

l
ズ
フ
ェ
ス
テ
パ
ル
」

に
、
日
本
代
表
と
し
て
推
せ
ん

を
受
け
、
渡
米
、
各
地
を
魅
了

し
大
き
な
喝
采
を
受
け
て
こ
の

度
帰
郷
し
た
、
五
所
川
原
女
声

コ
ー
ラ
ス
の
皆
さ
ん
が
、
六
月

二
十
八
日
、
市
民
文
化
会
館
に

於
て
、
「
オ
レ
ゴ
ン
か
ら
愛
」
を

テ
l
マ
に
、
記
念
演
奏
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

指
揮
者
の
兼
平
民
子
さ
ん
は

そ
の
喜
び
を
次
の
様
に
述
べ
ま

し
た
。

y
セ
l
ジ
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
記
念
演
奏
会
で
は
、

「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
「
君
が
肝
に

咲
く
パ
ラ
な
ら
」
等
、
そ
の
若

々
し
く
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
新
鮮
な

表
現
に
、
会
場
は
、
コ
ー
ラ
ス

の
皆
さ
ん
と

一
体
と
な
り
、
ア

ン
コ
ー
ル
が
二
度、

三
度
と
出

る
、
大
き
な
感
動
の
渦
に
初
き

ま
し
た
。

国
際
文
化
交
流
の
か
け
橋
と

な
っ
て
下
さ
っ
た
、
五
所
川
原

女
声
コ
ー
ラ
ス
の
皆
さ
ん
、
こ

れ
か
ら
も
、
さ
わ
や
か
な
風
の

様
に
、
楽
し
い
、
い
い
歌
を
聞

か
せ
て
下
さ
い
ね
。

(第739号)④

暴
力
の
な
い

明
る
い
街
づ
く
り
を

ト記念演奏会を開催
ー オレ ゴンから愛一

をテーマに

「
ふ
れ
あ
い
と
対
話
が
築

く
明
る
い
社
会
」
を
テ
l
マ

と
し
た
第
四
十

一
回
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
市
民
集
会
が
七

月
三
目
、
市
役
所
前
お
祭
り
広

場
で
聞
か
れ
、
市
保
護
司
会
や

市
少
年
指
導
委
員
協
議
会
、
市

学
校
瞥
察
連
絡
協
議
会
、
市
P

T
A
連
合
会
、
地
区
防
犯
協
会

な
ど
二
十
七
団
体
か
ら
約
千
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
実
施
委
員
長
代

理
の
小
山
内
有
義
助
役
が
「
家

庭、

学
校
、
地
域
社
会
が

一
致

協
力
し
て
運
動
を
盛
り
上
げ
て
、

占
少
年
を
非
行
か
ら
守
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
め
い
さ
つ。

来
賓
の
沢
村
栄
一
一
青
森
保
護

，
観
察
所
長
、

宮
崎
元
吉
五
所
川

原
警
察
署
長
ら
が
お
祝
い
を
述

べ
た
後
、
栄
小
学
校
六
年
生
の

其
田
香
保
里
さ
ん
と
五
所
川
原

第
二
中
学
校
三
年
生
の
新
谷
賢

子
さ
ん
が
私
の
提
言
を
発
表
、

五
所
川
原
地
区
B
B
S会
の
木

村
守
伸
さ
ん
が
非
行
防
止
宣
言

文
を
朗
読
し
、
一
層
の
運
動
推

進
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
五
所
川
原
第

一

中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
や
南

小
学
校
、
五
所
川
原
小
学
校
、

中
央
小
学
校
の
鼓
笛
隊
を
先
頭

に
、
「
非
行
防
止
」
や
「
暴
力
追

放
」
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
な

が
ら
市
内
目
抜
き
通
り
を
パ
レ

ー
ド
し
、
非
行
と
暴
力
の
な
い

明
る
い
街

a

つ
く
り
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

広報ごしょがわら
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p
 タス寸

つフ

非行と暴力のない明るい街っ

くりをアピールしたパレー ド

平成3年(1991年)7月15日
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清

掃
奉
仕
 

ー
シ
ル

バ

ー
人

材
セ
ン

タ
ー

ー
 

五
所
川
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
 
市

役
所
周
辺
の
草
刈
り
と
ゲ

ー
 

セ
ン
タ
ー
（小
林
清
蔵
理
事
長
）
 
ト

ボ
ー
ル
場
、
駐
車
場
の
空
き

の
会
員
た
ち
が六
月
二
十
六
日
、
 
缶
、
紙
く
ず
、
た
ば
こ
の
吸
殻

市
役
所
周
辺
の
清
掃
奉
仕
を
行
 
な
ど

の
ご
み
拾
い
に
汗
を
流
し
 

い
ま
し
た
。
 

て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
日
の
清
掃
奉
仕
は
、
日
 

ま
た
こ
の
日
は
、
市
内
二
か

ご
ろ
の
雇
用
に
対
す
る
感
謝
と
 
所
で
、

事
業
案
内
を
掲
載
し
た

会
員
の
親
ぼ
く
を
図
る
こ
と
を
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
パ

目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
 

ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
P
R
し

清
掃
奉
仕
は
、
四
百
人
の
会
 

ま
し
た
。
 

員
の
う
ち
約
百
人
が
参
加
し
、
 

）
早
 

・

戸
」
 

草刈りに精を出す会員たち 

五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ

（鶴
谷
禄
郎
会
長
）
で
は
六

月
十
六
日
、
岩
木
川
河
川
敷
に

コ
ス
モ
ス
の
苗
の
植
え
付
け
を
 
 

し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
ク
ラ
ブ
の
青
空

例
会
を
兼
ね
、
九
月
に
予
定
さ

れ
て
い
る
 
「河
川
ま
つ
り
ー
コ
 

ス
モ
ス
ま
つ
り
 

ー
 
に
協
賛
し

て
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。
 

こ
の
日
は
、
 

同
ク
ラ
ブ
の
会

員
を
は
じ
め
、
 

呼
び
掛
け
に
応

じ
た
、
東
日
流

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
及
び
寺
町

・

岩
木
町
・
元
町
 
 町

内
会
の
会
員
ら
約
百
五
十
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
 

市
広
域
新
農
業
セ
ン
タ
ー
職

員
か
ら
植
え
付
け
の
コ
ツ
を
聞

い
た
後
、
同
セ
ン
タ
ー
が
提
供

し
た
苗
約
四
千
株
を
川
原
に
丁

寧
に
植
え
て
い
き
ま
し
た
。
 

鶴
谷
会
長
は
 
「岩
木
川
原
は

市
民
に
と
っ
て
絶
好
の
憩
い
の

場
と
な
っ
て
お
り
、
大
切
な
自

然
を
守
る
と
と
も
に
、
九
月
に

予
定
さ
れ
て
い
る
“
コ
ス
モ
ス

ま
つ
り
）
に
市
民
が
積
極
的
に

参
加
し
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ

る
た
め
に
こ
の
催
し
キ聞
い
た
」
 

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

青
森
県
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
 

（
木
村定
光
会
長
）
で
は
七
月

一
日
、木
村
会
長
ら
関
係
者
十

八
人
が
市
役
所
を
訪
れ
、
佐
々

木
策
造
市
長
、
山
口
徳
二
市
議

会
議
長
に
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と

ご
し
ょ
が
わ
ら
の
名
入
れ
帽
子

と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
始
球
式
用
の

金
色
の
ス
テ
ッ
ク
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
協
会
が
主
催
す

る
 
「第
八
回
青
森
県
ゲ
ー
ト
ボ
 

ー
ル
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
 
が
、
 

家
に
飾
っ
て
く
だ
さ
い
と
市
に
 

寄
贈
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同

氏
の
築
窯
二
十

周
年
を
記
念
し
、
 

二
十
年
間
の
作

陶
の
歩
み
を
作

品
集
に
ま
と
め
、
 

出
版
す
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の

第
ー
ペ
ー
ジ
目

に
旧
平
山
家
の

写
真
を
使
用
す
 
 

来
た
る
七
月
二
十
日
か
ら
二
十

一
日
ま
で
の
二
日
間
、市
役
所

裏
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
開
か

れ
る
の
を
記
念
し
て
贈
ら
れ
た

も
の
で
す
。
 

こ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
対
し
佐

々
木
市
長
は
 
「あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
成
功
を
心
か

ら
お
祈
り
し
て
い
ま
す
」
と
お

礼
と
激
励
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま

し
た
。
 

る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
お
礼
に

と
今
回
の
寄
贈
と
な
りま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
吉
延
氏
が
市
役

所
を
訪
れ
、
佐
々
木
市
長
に
手

渡
し
ま
し
た
。
 

佐
々
木
市
長
は
「大
変
立
派

な
壷
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
旧
平
山
家
の
離
れ
座
敷
床

の
間
に
飾
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

河

川
敷
に
ク

コ
ス
モ

ス
）
 

帽
子

と
ス
テ
ッ

ク
を
プ

レ
ゼ
ン

ト
 

ー
五
所

川
原
ラ

イ
オ
ン

ズ
ク

ラ
ブ

ー
 

ー
県
ゲ
ー
ト

ボ

ー
ル

協
ム
云
 

 

記念の帽子を贈られる佐々木市長 

 

氏
は
六
月
二
十
四
日
、自
作
の
 

 

コスモスを植え付けする会員たち 

 

備
前
焼
の
作
家

・
吉
延
豊
丘
 
備
前

焼
（
四
ッ耳
壷
）
を旧
平
山
 

 

佐々木市長（右）に手渡す吉延氏（左） 

 

旧
平
山
家
に

備
前
焼
を
寄
贈
 

(第739号)

河
川
敷
に

H

コ
ス
モ
ス
H

ー
五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
|

五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ

(鶴
谷
様
郎
会
長
)
で
は
六

月
十
六
日
、
岩
木
川
河
川
敷
に

コ
ス
モ
ス
の
苗
の
植
え
付
け
を

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
ク
ラ
ブ
の
青
空

例
会
を
兼
ね
、
九
月
に
予
定
さ

れ
て
い
る
「
河
川
ま
つ
り
l
コ

ス
モ
ス
ま
つ
り

|
」
に
協
賛
し

て
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

こ
の
口
は
、

同
ク
ラ
ブ
の
会

員
を
は
じ
め
、

呼
び
掛
け
に
応

じ
た
、
来
日
流

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
及
立
守
町・

岩
木
町

・
元
町

広報ごしょがわら

コスモスを植え付けする会員たち

町
内
会
の
会
員
ら
約
百
五
十
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

市
広
域
新
農
業
セ
ン
タ
ー
職

員
か
ら
植
え
付
け
の
コ
ツ
を
聞

い
た
後
、
同
セ
ン
タ
ー
が
提
供

し
た
苗
約
四
千
株
を
川
原
に
丁

寧
に
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

鶴
(
合
会
長
は
「
岩
木
川
原
は

市
民
に
と
っ
て
絶
好
の
憩
い
の

場
と
な
っ
て
お
り
、
大
切
な
自

然
を
守
る
と
と
も
に
、
九
月
に

予
定
さ
れ
て
い
る

H

コ
ス
モ
ス

ま
つ
り
H

に
市
民
が
積
極
的
に

参
加
し
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ

る
た
め
に
こ
の
催
し
弁
聞
い
た
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

草
刈
り
と
清
掃
奉
仕

|
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ー

⑤平成 3年(1991年)7月15日

草刈りに精を出す会員たち

五
所
川
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
(小
林
清
蔵
理
事
長
)

の
会
員
た
ち
が
六
月
二
十
六
日
、

市
役
所
周
辺
の
清
掃
奉
仕
を
行

い
ま
し
た
。

こ
の
日
の
清
掃
奉
仕
は
、
日

ご
ろ
の
雇
用
に
対
す
る
感
謝
と

会
員
の
親
ぼ
く
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

清
掃
奉
仕
は
、
四
百
人
の
会

員
の
う
ち
約
百
人
が
参
加
し
、

市
役
所
周
辺
の
草
刈
り
と
ゲ
ー

ト
ボ
l
ル
場
、
駐
車
場
の
空
き

缶
、
紙
く
ず
、
た
ば
こ
の
吸
殻

な
ど
の
ご
み
拾
い
に
汗
を
流
し

て
い
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
日
は
、
市
内
二
か

所
で
、
事
業
案
内
を
掲
載
し
た

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
P
R
し

ま
し
た
。

帽
子
と
ス
テ
ツ

ク
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

|
県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
|

記念の帽子を贈られる佐々木市長

青
森
県
ゲ
l
ト
ボ
l
ル
協
会

(木
村
定
光
会
長
)
で
は
七
月

一
目
、
木
村
会
長
ら
関
係
者
十

八
人
が
市
役
所
を
訪
れ
、
佐
々

木
栄
造
市
長
、
山
口
徳
二
市
議

会
議
長
に
シ
ン
ボ
ル

マ
l
ク
と

ご
し
ょ
が
わ
ら
の
名
人
れ
帽
子

と
ゲ
l
ト
ボ
l
ル
始
球
式
用
の

金
色
の
ス
テ
ッ
ク
を
プ
レ
ゼ

ン

ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
協
会
が
主
催
す

る

「第
八
回
青
森
県
ゲ
l
ト
ボ

ー
ル

フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
、

来
た
る
七
月
二
十
日
か
ら
二
十

一
日
ま
で
の
二
日
間
、
市
役
所

哀
の
ゲ
l
ト
ボ
l
ル
場
で
聞
か

れ
る
の
を
記
念
し
て
贈
ら
れ
た

も
の
で
す
。

こ
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
に
対
し
佐

々
木
市
長
は

「あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ゲ
ー
ト
ボ
l
ル
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
成
功
を
心
か

ら
お
祈
り
し
て
い
ま
す
」

と
お

礼
と
激
励
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま

し
た
。

旧
平
山
家
に
備
前
焼
を
寄
贈

備
前
焼
の
作
家

・
吉
延
鐙
丘

氏
は
六
月
二
十
四
日
、
自
作
の

備
前
焼
(四
ッ
耳
登
)を
旧
平
山

家
に
飾
っ
て
く
だ
さ
い
と
市
に

寄
贈
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同

氏
の
築
窯
二
十

周
年
を
記
念
し
、

二
十
年
間
の
作

陶
の
歩
み
を
作

品
集
に
ま
と
め
、

出
版
す
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の

第

一ペ

ー
ジ
目

に
旧
平
山
家
の

写
真
を
使
用
す

佐々木市長(右)に手渡す吉延氏(左)

る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
お
礼
に

と
今
回
の
寄
贈
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
臼
は
、
吉
延
氏
が
市
役

所
を
訪
れ
、
佐
々
木
市
長
に
手

渡
し
ま
し
た
。

佐
々
木
市
長
は
「
大
変
立
派

な
査
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
旧
平
山
家
の
離
れ
座
敷
床

の
間
に
飾
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た。



一私
の
風
景

一
 

 

   

ー
こ

こ
が
好
き
で
す
 

  

関
 
喜
代
栄
さ
ん
 

（
市
内
松
島
町
ニ
丁
目

八
七
）
 

「フ
ラ
ワ
ー
セ
ンタ
ー
か
ら
の
展
望
」
 

少
年
の
日
、
幾
度
か
登
り
歩
 
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
、
 
る
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
サ
 

い
た
こ
と
の
あ
る
山
々
。
い
ま
 
環
境
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
 
ル
ビ
ア
の
花
が
真
紅
に
燃
え
、
 

梅
の
実
が
、
か
す
か
に
色
づ
き

初
め
て
い
る
。
 

今
は
、
故
人
と
な
ら
れ
た

五
所
川
原
短
歌
会
の
会
長
で
あ

ら
れ
た
成
田
連
治
さ
ん
達
と
、
 

短
歌
の
小
碑
を
建
立
し
て
十
余

年
。
よ
く
訪
ね
て
く
る
こ
と
の

多
い
こ
と
か
ら
、
こ
こ
よ
り
の

展
望
を
一
番美
し
い
と
感
じ
て

い
る
。
岩
木
山
を
項
点
と
し
て

展
開
さ
れ
る
景
観
。
露
あ
け
の
 

タ
暮
れ
が
茜
色
に
染
め
る
街
の

家
並
。
一
条
の
光
と
な
っ
て
流

れ
続
け
る
岩
木
川
。
扉
風
山
の

稜
線
に
遠
く
か
す
む
、
興
亡
の

歴
史
を
秘
め
る
十
三
潟
。
 

か
つ
て
、
い
つ
還
る
当
の
無

い
戦
野
を
駆
け
め
ぐ
っ
た
時
、
 

脳
裏
に
描
き
つ
づ
け
、
私
を
支

え
て
く
れ
た
の
は
、
こ
の
ふ
る

さ
と
の
風
景
で
あ
っ
た
。
 

広報ごしょがわら 	 （第739号）⑥ 平成 3 年（1991年）7月15日 

赤
、
い
り
ん
ご
の
 

写
真
を
寄
贈
 

ー
弘
前
市
の
 

山
田
さ
ん

ー
 

弘
前
市
の
山
田
知
明
さ
ん
は

六
月
十
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
 

佐
々
木
市
長
に
赤
、
い
り
ん
ご

の
写
真
（
四
ッ
切
）
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
山
田
さ
ん
が
赤
、
 

い
り
ん
ご
の
花
ま
つ
り
初
日
に

撮
影
し
た
写
真
で
、
第
一
回
目

の
イ
ベ
ン
ト
の
記
念
に
と
寄
贈

し
た
も
の
で
す
。
 

市
で
は
、
寄
贈
さ
れ
た
写
真

を
市
長
室
に
掲
額
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
 

佐
々
木
市
長
に
手
渡
す

山
田
さ
ん
（
中
）
 

川 

柳 

盤醜曇 ．、＝一  

==＝~一 

夏の交通安全運動 
期間 平成 3年 7 月21日～7 月30日 

母
子
家
庭
等

の
児
童
に
医

療
費
が
給
付

さ
れ
ま
す
 

市
で
は
、
母
子
家
庭
等
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
 

児
童
の
医
療
費
の
自
己
負
担
分

を
助
成
し
て
い
ま
す
。
 

＠
給
付
対
象
者
 

①
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
に

定
め
る
配
偶
者
の
な
い
女
子

が
扶
養
す
る
義
務
教
育
終
了

前
の
児
童
0
 

②
父
母
の
な
い
義
務
教
育
終

了
前
の
児
童
 

⑥
申
請
手
続
 

新
し
く
申
請
さ
れ
る
方
は
、
 

健
康
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
 

継
続
受
給
さ
れ
る
方
は
、
七

月
中
に
更
新
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。
印
鑑
、
母
子
家
庭

等
受
給
資
格
証
、
健
康
保
険

証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
 

＠
間
い
合
わ
せ
先
 

市
福
祉
事
務
所
児
童
係
へ
ど

う
ぞ

（
電
話三
五
ー
二
一
一

一
番内
線
二
四
三
）
 

川
柳
岩
木
吟
社

機
械
ま
で
買
っ

て
女
が
痩

せ
た
が

り
 

長
一
朗
 

道
化
師

の
流
す
涙
を
見
て

し
ま
い
 

あ
き
を
 

寝
た
き
り

の
視
野
に

絶
や

さ
ぬ
花
が

あ
る
 

幸
 
花
 

傷
ロ
を

な
め
る
と
逆
上

す

る
女
 

山
 
竿
 

娘
よ
り
嫁
を
頼
っ

て
母
な

ご
む
 

ふ
じ
や
 

愛
の
章
妻

の
ほ
く
ろ
が
演

技
す
る
 

ふ
み
を
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私
の
風
景
-
唱
}
こ
が
好
き
で
す

関

「フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
展
望
」

少
年
の
日
、
幾
度
か
登
り
歩

い
た
こ
と
の
あ
る
山
々
。
い
ま

憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
、

環
境
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

喜
代
栄
さ
ん

(市
内
松
島
町
二
丁
目
八
七
)

る
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
サ

ル
ビ
ア
の
花
が
真
紅
に
燃
え
、

梅
の
実
が
、
か
す
か
に
色
づ
き

初
め
て
い
る
。

A
7
は
、
故
人
と
な
ら
れ
た

五
所
川
原
短
歌
会
の
会
長
で
あ

ら
れ
た
成
団
連
治
さ
ん
逮
と
、

短
歌
の
小
碑
を
建
立
し
て
十
余

年
。
よ
く
訪
ね
て
く
る
こ
と
の

多
い
こ
と
か
ら
、
こ
こ
よ
り
の

展
望
を

一
番
美
し
い
と
感
じ
て

い
る
。
岩
木
山
を
頂
点
と
し
て

展
開
さ
れ
る
景
観
。
露
あ
け
の

夕
暮
れ
が
白
色
に
染
め
る
街
の

家
並
。
一
条
の
光
と
な

っ
て
流

れ
続
け
る
岩
木
川
。
扉
風
山
の

稜
線
に
速
く
か
す
む
、
興
亡
の

歴
史
を
秘
め
る
十
三
潟
。

か
つ
て
、
い
つ
還
る
当
の
無

い
戦
野
を
駆
け
め
ぐ

っ
た
時
、

脳
裏
に
描
き
つ
づ
け
、
私
を
支

え
て
く
れ
た
の
は
、
こ
の
ふ
る

さ
と
の
風
景
で
あ

っ
た
。

赤
4
F

い
り
ん
ご
の

写
真
を
寄
贈

弘
山前
田市
さの
ん

弘
前
市
の
山
田
知
明
さ
ん
は

六
月
ト
口
、
市
役
所
を
訪
れ
、

佐
々
木
市
長
に
赤
1
い
り
ん
ご

の
写
真
(
問
ッ
切
)
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
山
田
さ
ん
が
赤
1

い
り
ん
ご
の
花
ま
つ
り
初
日
に

掛
影
し
た
写
真
で
、

第

一
同
日

の
イ
ベ
ン
ト
の
記
念
に
と
寄
贈

し
た
も
の
で
す
。

市
で
は
、
寄
贈
さ
れ
た
写
真

を
市
長
室
に
指
額
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

佐
々
木
市
長
に
手
渡
す

山
田
さ
ん
(中
)

母
子
家
庭
等

の
児
童
に
医

療
費
が
給
付

さ
れ
ま
す

市
で
は
、
母
子
家
庭
等
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

児
童
の
医
療
費
の
向
己
負
担
分

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

。
給
付
対
象
者

①
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
に

定
め
る
配
偶
者
の
な
い
女
子

が
扶
養
す
る
義
務
教
育
終
了

前
の
児
童
。

②
父
母
の
な
い
義
務
教
育
終

了
前
の
児
童

。
申
請
手
続

新
し
く
申
請
さ
れ
る
方
は
、

健
康
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

継
続
受
給
さ
れ
る
方
は
、
七

月
中
に
更
新
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。
印
錯
、
母
子
家
庭

等
受
給
資
格
証
、
健
康
保
険

証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

0

0
問
い
合
わ
せ
先

市
福
祉
事
務
所
児
童
係
へ
ど

う
ぞ

(電
話
三
五
l
一一一

一

一
番
内
線
二
四
三
)

困

唖
川
柳
岩
木
吟
社

機
械
ま
で
買

っ
て
女
が
痩

せ
た
が
り

長

朗

道
化
師
の
流
す
涙
を
見
て

1
U
宇
品
い

あ
き
を

寝
た
き
り
の
視
野
に
絶
や

さ
ぬ
花
が
あ
る

幸

花

傷
口
を
な
め
る
と
逆
上
す

る
女

山

竿

娘
よ
り
嫁
を
頼

っ
て
母
な

ご
む

ふ
じ
ゃ

愛
の
章
妻
の
ほ
く
ろ
が
演

技
す
る

ふ
み
を

夏の交通安全運動

色血盟



法葎箱設所開設ー二 
レと き 平成 3 年 7 月27日（土） 

午後 1 時～ 4 時 

レところ 五所川原市役所総合サービス課 

（内線282) 

コ
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

市内の公園・文化碑
史跡等を紹介してい
きます 

①狼野長根公園 

国
道

一
〇
一
号
線
に
沿
っ
て
東
に

賛
珠
の
山
脈
、

南
に
秀
峰
岩
木
山
を

仰
ぐ
、

約

一
万
坪
に
及
ぶ
、
自
然
公

園
で
す
。
 

広
大
な

芝
生
と
、

松
の
緑
、
公
園

の
ま
わ
り
の
雑
木
林
も
、
四
季
折

々

に
美
し

い
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
 

公
園
内

に
は
、
人
工
ス

キ
ー
場
、
 

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ

プ
ス
レ
ー
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
等
が

あ
り
、
家
族
で

楽
し
み
こ
と
が

で
き

ま
す
。
 

⑦ 平成 3 年（1991年）7 月15日 	 広報ごしょがわら 	 （第739号） 

第5回市民陸上競技選手権大会 

出場者募集 
レ日日寺 8 月18日（日）午前10日寺～ 

レ場所 勤労青少年体育センター陸上競技場 

（飯詰） 

レ種目 	〇高校・大学・一般男子一100 m、15OO 
m、 3000m (40歳以上）、5000m、走幅跳、砲

丸投げ 

〇高校・大学女子一lOOm. 800m. 3000m. 

走幅跳、砲丸投げ 

〇中学男子一lOOm. 800m. 3000m、走幅跳、 

砲丸投げ 

〇中学女子一lOOm. 800m.. 1500m、走幅跳、 

砲丸投げ 

レ申込方法 中学・高校・大学については所定

の用紙により 8 月 8 日まて4に、市内ーッ谷140 

-1永沢栄一さん（廿電」）4490番）へ申し込ん

でくださいくフなお、一般については当日会場

で受付“けます。 

レその他 男子3000m. 5000mと女子1500 mは

ともに、陸奥湾一周駅伝の選考会となります。 

事業所統計調査・ 
商業統計調査 

ご協力下さいまして 

ありがとうございました 

事業所統計調査および商業統計調査は調査票

の回収が終わりました。 ご協力ありがとうござ

いました。 調査結果は、 これからの日本を考え

るための貴重な資半斗として役立たせます。 

なお、調査票の記入もれや記入ミスなどがな

いように、調査員は万全ク万主意を払っておりま

すが、万が一記入内容に不備などがあった場合、 

お間い合わせをすることがあります。 その際は 

ご協力ください。 	 、 

―五所川原市役所企画調整課統計調査係― 

レ日時

レ場所 

国道101号 	→青 	） 

消 
父 

I狼 

勤労者野外
活動施設 

G所川原市内一 

ん温泉 
・ 

津軽富士見ランド 

麟散歩 

' 

(第739号)

第5回市民陸上競技選手権大会
出場者募集

事業所統計調査
商業統計調査

• 

広報ごしょがわら平成 3年(1991年)7月15日⑦ 

ご協力下さいましで

ありがとうございました

事業所統計調査および商業統計調査は調査去要

の回収が車冬わりました。ごt:hh力ありがとうござ

いました。 調査結果は、これからの日本を考え

る た め の 食 重 な 資 料 と し て 役 立 た せ ま す。

なお、調室話裳の記入もれや記入ミスなどがな

い よ う に 、 調 査 員 は 万 全 の 注 意 を 払 っ て お り ま

すが、万が一 記入内容に不備などがあった場合、

お問い合わせをすることがあります。 その際は

ごtth力ください。

一 五所川原市役所企画調整課統計調査係ー

法律相談所開設
平 成 3年 7月27日(土)

午後 1 時~4 時

五所川原市役所総合サービス課

(内線282)

き

1>ところ

1>と

8月13日(日)午前10日、子~

勤労青少年体育センター陸上競技場

(宣反言吉)

1>種目 0高校・大学・一般男子一100m、1500

m、3000m (40歳以上)、 5000m、走幅跳、砲

メLち!:(-f 

0高校・大学女子一 100m、300m、3000m、

走幅跳、砲丸投げ

0 中学 男子一100m、300m、3000m、走幅跳、

石包オL:f)!(f'

0中学女子-100m、300m、 1500m、走幅跳、

石包jL:()!(デ

1>申込方法 中学・高校・大学については所定

の用紙により 8月 8日までに 、市内ーッ 谷 140

- 1永沢栄ー さん(宮⑪ 4490番)へ申し込ん

でくださしミ。 なお、 一般については当日会場

で受イ寸けます。

1>その他 男子3000m、 5000mと女子1500mは

ともに、陸奥湾一 周駅伝の選考会となります。

1>日時

1>場所

市内の公園・ 文化碑
史跡等を紹介してい
きます

①狼野長根公園

散歩
史跡

公園

‘ . 惨

協説草鼓製ヨ

国
道
一

O
一
号
線
に
沿

っ
て
東
に

賛
珠
の
山
脈
、
南
に
秀
峰
岩
木
山
を

仰
ぐ
、
約
一
万
坪
に
友
ぶ
、
自
然
公

園
で
す
。

広
大
な
芝
生
と
、
松
の
緑
、
公
園

の
ま
わ
り
の
雑
木
林
も
、
四
季
折
々

に
美
し
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

公
園
内
に
は
、
人
工
ス
キ
ー
場
、

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ

ブ
ス
レ

l
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
等
が

あ
り
、
家
族
で
楽
し
み
こ
と
が
で
き

ま
す
。

• 
消費者利用
交流施設

• 
勤労者野外
活動施設

図道101号五所川原市内←ー

• 
津軽富士見ランド



平成 3 年（1991年）7 月15日 	 広報ごしょがわら 	 （第739号）⑧ 

家事介護サービス技術講習会 
―新しい時代の要請に対応する 

ための能力修得の第一歩として― 

豊かで潤いのある高齢化社会対j志のため、基 

礎的知識と技術をそなえた、介護従事者が求め 

られています。 皆さん、多数ご参加下さい。 

レ日時 平成 3 年 8 月22日～ 9 月27日まて、 

20日間 午前10時～午後 3 時30分 

ン場所 五所川原市働く婦人の家（市内新町） 

レ内容 老人看護・家庭看護を中心として 

レ募集人員 20名 （定員になり次第しめきり） 

D受講料 無料、但し材料費として1,000円 

レ用意するもの 印鑑・昼食、筆記用具 

レ問い合せ 青森県婦人就業援助センター 

' 五所川原駐在所（市働く婦人の家） 

か 35-8898佐々木 

山形嶋子史跡、文化財めぐり 

青森県歴史の道整備促進協議会では、「山形・

鳴子史跡、文化財めぐり」 を行ないます。 皆さ

ん多数のご参加をお待ちしております。 

レ日時 8 月24日（土）~25日（日） 

レコース 

8 月24日 五所川原中三デ”パート前発6 : 00 

～鶴田～板柳～藤崎～天童タワー（昼食）～山

寺～山形観光物産館～笹谷峠～釜房湖（宿I白） 

8 月25日 釜房湖～仙台博！吻館～岩出山、~日

有備館庭園～川渡（昼食）～鳴子日本こけし館 

～鳴子歴史の道～藤崎～五所川原中三デパー 

ト前着19 : 30 

レ集合場所・時間 五所川原中三デパート前（市 

r 内本町）午前 6 時まてる 

レ会費 lメ、 20,300円（見学半斗、宿●白料、 

昼食代、現地ガイ ド料含む） 

レ申込み先 青森市大字松森字佃 青森県歴史

の道整備促進協議会事務局（廿0 1 77-4 

2-1064番） 

レ申込み締切 8 月 5 日（月） 

レ申込み受付時間 午前 8 時30分～午後 4 時ま

て二（日曜日を除く） 

三 個冒寡編 
レ募集期間 平成 3 年 9 月30日 

レ試験期日 募集期間中随時受付（受付時に通知） 

（但し、平成 4 年 3 月卒業予定の高校生につ

いては、 9 月16日以降） 

ン試験場 自衛隊青森地方連絡部五所川原募集

事務所 市内栄町34-6 ("35-23o5番） 

「正調ねぷたはやし」講習会 

皆さんふるってご参加下さい 

レ日程 7 月22日（月）~7 月26日（金）午後7時～9時 

〇笛と太鼓の基礎から始めますのでト、初心者の 

方もどうぞおいで下さい。 

〇笛については使いなれたものをご持参下さい。 

〇参加料は無半斗です。 

レ間い合せ 商工観光靖果（内線260) 

第2回虫おく‘) 
健康マラソン大会の開催 

雨のため延期となっておりました、虫おく り

健康マラソン大会を次のとおり開催することに

なりました。 

レ開催期日 平成 3 年 9 月29日（日） 

なお詳しいことは、後日、「広報ごしょがわら」 

や、チラシ等でけ3知らせしますので、ふるっ

てご参加下さい。 

市民サイクルキャンプの開催 
レ日時 7 月27IにD~28日（日） 午後 1日寺 

市役所前お祭り広場集合（小雨決行） 

レ場所 市内飯詰 不動公園キャンプ場 

レ参加資格 小学生以上で心身共に健康な方 

家族同ィ半の場合は年齢に制限はありません。 

レ参加料（食事・保険料を含む） 

大人・高校生 1メ. 800円 

小・中学生 1人 500円 

レ持ちもの 雨具、帽子、軍手、洗面用具、 タ 

オル、着替え、寝袋か毛布、懐中電灯、 その 

他各自必要とするもの。 

レ申し込みと問い合せ 7 月23日まで、市内各 

自転車店へ。 

※各自持ち！物には名前を・つけて下さい。 

/ 

ー水辺にやすらぎ
心にゆとりー 

河川愛護月間（7月 1 日～7月31日） 
建設省青森工事事務所五所川原出張所 

毎年 7 月は、「河川愛護月間」 です。 

安全で、きれいな川を護るため、今年も、次

のような、月間諸行事を展開します。 

① 河川環境の整備（堤防、河川敷地の清掃） 

② 河川愛護思想の普及（ポスター、パネル等

の展示等広報活動） 

③ 河I'にD正しい利用の指導（小・中学生の一

日河川パトロール、河川占用物件の点検） 
、、一 

平成3年(1991年)7月15日 広報ごしょがわら (第739号)@

家事介護サービス技術講習会
一新しし、時代の要請に対応する

ための能力修得の第一歩として一

豊かで潤いのある高齢化社会対応のため、基

礎的 知識と技術をそなえた、介護従事者が求め

られています。皆さん、多数ご参加下さい。

[>日時 平成 3年 8月22日-9月27日まで

20日間午前10時 ~午後 3時30分

[>場所 五所川原市働く婦人の家(市内新町)

[>内容 老人看護 ・家庭看護を中心として

[>募集人員 20名 (定員になり次第しめきり)

[>受講料 無料、但し材料費として1，000円

[>用意するもの 印鑑・昼食、筆記用具

[>問い合せ 青森県婦人就業援助センター

五所川原，駐在所(市働 く婦人の家)

宮 35-8898佐々木

山形・鳴子史跡、文化財めぐり
青森県歴史の道整備促進協議会では、「山形・

鳴子史跡、文化財めぐり」を行ないます。皆さ

ん多数のご参加をお待ちしております。

[>日時 8月24日(土)-25日(日)

[>コース

8月24日 五所川原中三デパート前発 6 : 00 

~鶴田~板柳~藤崎一天童タワー(昼食)-山

寺~山形観光物産館~笹谷峠~釜房湖(宿泊)

8月25日 釜房湖IJ-仙 台博物館~岩出山、旧

有備館庭園~ 川渡(昼食)-鳴子日本こけし館

~鳴子歴史の道一藤崎~ 五所川原中三 デパー

ト前若19: 30 

[>集合場所・時間 五所川原中三デパー ト前(市

内本町)午前 6時まで

[>会費 1人 20，300円(見学料、宿泊料、

昼食代、現地ガイド料含む)

じ〉 申込み先 青森市大字松森字佃 青森県歴史

の道整備促進協議会事務局 (ft0 1 7 7 -4 

2- 1064香)

[>申込み締切 8汁 5日(月)

[>申込み受付時間 午前 8n~予30分~午後 4 H寺ま

で(口Ul，l日を除く)

目白白aB
1>募集期間 平成 3flo 9 J 130 rl 
1>試験期日 募集期間中随H寺受付(受付11キに通知)

(但し、平成 4年 3月卒業予定のお校生につ

いては、 9月16日以降)

1>試験場 自衛隊I27森地}j連絡部五所川原募集

事務所 市内栄町34-6(ft35-2305番)

に正調ねぷたばやし」講習会
皆さんふるってご参加下さい

[>日程 7月22日(月)-7月26日幽午後7時 -9時

0笛と太鼓の基礎から始めますので、初心者の

方もどうぞお、いで下さい。

0笛については使いなれたものをご持参下さい。

0参 加 料 は 無 料 で す。

[>問い合せ 商工観光課(内線260)

第 2回虫おくり

健康マラソン大会の開催
雨のため延期とな って お り ま し た 、 虫 お く り

健 康 マ ラ ソ ン 大 会 を 次 の と お り 開 催 す る こ と に

なりました。

[>開催期日 平成 3年 9月29日(円)

なお詳しいことは、後日、「広報ごし ょがわら」

や、チラシ等でお知らせしますので、ふ るっ

て ご 参加下さい。

市民サイクルキャンプの開催
[>日 時 7月27口ω-28口(日) 午後 1時

市役所前お祭り広場集合(小雨決行)

[>場所市内飯詰 不動公園キャン プ場

[>参加資 格 小学生以とで心身共に健康な方

家族同伴の場合は年齢に制限はありませんo

b参加料 (食事 ・保 険 料 を 含 む )

大人・向校生 1人 800円

小・中学生 1人 500円

[>持ちもの 雨共、帽子、軍手、洗面用具、タ

オル、着待え、寝袋か毛布、懐中電灯、その

他各円必要とするもの。

[>申し込みと問い合せ 7月23日まで、市内各

内 転 車 府 へ。

※各自持ち物には名前をつけて下さい。

ーホ辺にやすらぎ
e心にゆとり-

河川愛護月間 (7 月 1 日 ~7 月 31 日)
建設省青森工事事務所五所川原出張所

毎年 7月は、「河川愛護月間IJです。

安全で、きれいな川 を諮るため、今年も、次

のような、 /1間諸行事を展開します。

①河川環頃の整備 (堤防、河川敷地のit'1帰)

② 河川愛議忠怨のtF及(ポスター、 パネ ル等

の展示写広報活動)

③河川の正しい利用の指導(小 ・中学生の ー

11河川ノfトロール、河川内用物件の点検)



この制度は、建設業というーつの業種の中で

働く限り、 どこの事業所でも、雇用された全期

間を通算して退職金を支払うものでト、建設業界

ぐるみの制度です。 

7 月 1 日からは、掛金日額が弓Iき上げとなり

退職金額も大幅にアップされます。 

レ間い合せ 建退共青森県支部 

青森市安方二丁目9-13（建設会館）丑22)7611番 

/ 

、、、 	 ノ 

第7回市老連保健芸能大会開催 
市民のf，さん 

お揃いでおいで下さいね 

レ日時 平成 3 年 7 月31日（水）午前10時 

レ場所 五I折川原市民文化会館 

レ入場料 無料 

⑨平成 3 年（1991年）7 月15日 
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車庫なし車には運行禁止令 
が出されます 

「車庫法」が一部改正 
ー五所川原警察署 

(1)0 7 月1 日以降購入の車には、保管場所標章 

（車庫証明ステッカー） を表示のこと。 

〇」こよ前からの車は、 7 月 1 日」』I降に、保管場 

所の変更、名儀変更等をした場合は必要。 

〇軽自動車は必、要ありません。（但し、東京23 

区内と大阪市内は必要） 

(2)〇車庫なし車には、公安委員から運行禁止命 

令が出されます。 そして、運行制限標章が貼 

られます。 これを勝手にはがすと、10万円」こよ 

下の罰金J刊となります。 

(3)〇青空駐車（道路を車庫代りにする駐車） 

罰則 3 ケ月以下の懲役又は20万円以下の罰 

金 

違反点数 3‘点 

〇長時間駐車（昼間12時間」-1).上、夜間 8 時間 

以上の駐車） 

罰則 20万円以下の罰金 

違反点数 2 点 

レ間い合せ 五所川原警察署交通課廿電5)2141 番 

	県目標50％ノ 
（五所川原市 40.20% 5月末） 

ー級・ニ級技能士通信講座

受講生募集 
雇用促進事業団職業訓練大学校では、生産現 

場で働く技能者のために、専門的知識を学んて二

いただくため、次の要領で受講生を募集してお

ります。 

レ募集科目 

(―級）機械加工科・仕上科・板金科・配管科・ 

機械製図科・建築大工科・機械検査科・建設 

機械整備科 

（ニ級）機械加工科・仕上科・板金科・配管科・ 

機械製図科・建築大工科・機械検査科・鋳造 

科・鉄工科・塗装科・建具製作科・電機めっ 

き科・左官科・印刷科・木型製作科・電気機 , 
器組立て科・かわらぶき科・金属熱処理科・ 

ブロック建築科・金属プレス加工科・広告美 

術仕上科・建設機械整備科 

レ受講資格 一級は実務経験等の審査がありま 

す。 二級については、実務経験のある方は、 

学歴、年齢、性別は間いません。 

レ訓練期間 標準ーケ年（申し込みは随時受付） 

レ受講料 一級 8,240円、二級 6,180円（共に 

消費税含） 

レ特典’一級・二級技能検定学科試験免除 

レその他’資半＋（申し込み書、案内等）は、青 

森技能開発センターへお申し出下さい。 

レ間い合せ 雇用促進事業団 青森技能開発セ 

ンター 開発援助課 青森市中央 3 丁目20-2 
" 01 77一22一1771番 

建設業の皆さん 

建設業退職金共済制度をこ存知ですか , 

と 

1人年間350円交通災害共済に家族

そろって加入しましょう。 

※交通災害共済実績状況 

二か×ぐこ 平成 2 年度 
半成 3 年度 
(5 月末現在） 

加 入 者 数 19 ,401人 19 ,045人 

会 費 収 入 6,501 ,950円 6,366 ,150円 

事故見舞金件数 116件 25件 

見舞金支払額 a015 ,000円 1, 030 ,000円 

（注）五所川原市に住民登録をしている方が加入できます。 

	 くわしいことは総合サービス課 窓口へ 

⑨平成3年(1991年)7月15日 広報ごしょがわら (第739号)

車庫なし車 には運行禁止令
が出されます

「車庫法」が一部改正
一 五所川原警察署

(1)0 7月 1日以降購入の車には、 保管場所標章

(車庫証明ステッカー)を表示のこと 。

0以前からの車は、 7月 1日以降に、保管場

所の変更、名儀変更等をした場合は必要。

0軽自動車は必要ありません。(但し、東京23

区内と大阪市内 は必要)

(2)0車庫なし車には、公 安委員から運行禁止命

令が出されます。 そして、 運行制限標章が貼

られます。これを勝手にはがすと、 10万円以

下の罰金刑となります。

(3)0青空駐車(道路を車庫代りにす る駐車)

罰則 3ヶ月以下の懲役又は20万円以下の罰

金

違反点数 3点

。長時間駐車(昼間12時間以上、夜間 8時間

以上の駐車)

罰則 20万円以下の罰金

違反点 数 2点

l>問い合 せ 五所川 原務察署交通説宮⑮ 2141番

県目標50%ノ

ヤぐと 平成 2年度
平成 3年度

( 5川末JjL在)

加l 人!I数 19，401人 19，045人

会資収入 6，501，950F'J 6，366，150円

事故見舞金件数 1161'牛 25作二

見舞金支払額 6.015，000111 1，030，000円

くわしいことは総合サービス課 窓口へ

一級・ニ級技能士通信講座
受 講 生 募 集

雇 用 促 進 事 業 団 職 業 訓 練 大 学 校 で は 、 生 産 現

場で働く技能者のために、専門的知識を学ん で

い た だ く た め 、 次 の 要 領 で 受 講 生 を 募 集 し て お

り ま す。

l>募集科目

(一級)機械加工科 ・仕上科・板金科・配管科 ・

機械製関科 ・建築大工科・機械検査科・建設

機械整備科

(ニ級)機械加工科・仕上科・板金科 ・配管科・

機械製図科 ・建築大工科 ・機械検査科・鋳造

科・ 鉄工 科・ 塗装 科 ・建具製作科・電機め っ

き科 ・左 官科 ・印 制科 ・木型 製 作 科 ・ 電 気 機

器組立て科・かわ ら ぶ き 科 ・金属熱処理科・

ブロック建 築 科 ・ 金 属 プ レ ス加工科・広告美

術仕上科・建設機械整備科

l>受 講 資 格 一 級 は 実 務 経 験 等 の 審 査 が あ り ま

す 。二級については、実務経験のある方は、

学 歴 、 年齢 、性別 は 聞 い ま せ ん。

l>訓練期間 標準一 ヶ年(申し込みは随時受付)

l>受講料 一 級 8，240円、 二 級 6，180円(共に

消 費 税 合 )

l>特典 一 級 ・二 級技能被定学科試験免除

l>その他 .資 料 ( 申 し 込 み 書 、 案 内等)は、 青

森技能開発センターへお申し出下さい。

l>問い合せ 雇用促進事業団 青森技能開発セ

ンター 開発援助諜 青森市中央 3丁目20-2

宮 0177-22-1771番

建設業の皆さん
建設業退職金共済制度をご存知ですか

こ の制度は、建設業とい う一つの業種の中 で

働 く限り 、ど この 事業 所で も、 雇用 され た全期

間を通算して退職金を支払うもので、建設業界

ぐるみの制 度 で す。

7月 1仁lからは、掛金H額が引き上げとなり

退職金額も大幅にア ップさ れます。

l>問い合せ 建退共存森県支部

青森di安 }j二 rlI9-13(建設会館)ft⑫ 7611砕

第7田市老連保健芸能大会開催
rljl~の符さん

お揃いでおいで 1"さいね

じ〉日時 、~成 3 '(1三7J131日(ホ)午前10日、F

l>場所 Ii.所川原市民文化会館

l>入場料 無料
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レ期日 平成 3 年 7 月21日旧） 午後 2 時 

レ会場 五所川原市民文化会館 

レ入場料 無料 

ノ 

夏の防犯運動 

期間 平成3年7月20日～8月19日 

〇重点目標 	 カー 

①暴力の追放 	‘し

②少年の非行防止

③盗難の防止 

④水難事故の防止 
	ノ 

ズ‘。 

平成 3 年（1991年）7 月15日 	 広報ごしょがわら 
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8月の保健センター相談日 
8 月 2 日、 9 日、16日、23日、30日です。（毎

週金曜日)o 

レ時間 午前10時から午後 3 時まで。 

レ内容 血圧ミ則定、尿検査等を含めた健康相談

に応二じますので、赤ちゃんからお年寄りまて二

お気軽にご利用ください。 

乳幼児の健康診査 
レ場所 市保健センター 

レ受付時間 12 : 30-12 : 45まてる 

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

3 歳児はアンケートと尿を小ビンに入れて持

参ください。 

※注意 （ユ)6 カ月健康相談につごうで来れなか

った場合は、神経芽細胞腫（小児がん）の検

査セッ トを、母子健康手帳を持参のうえ保健

環境課窓口にもらいにきてください。(6 カ月、 

7 カ月児に限るJ 
②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子一

さんはご遠慮ください。 

月 齢 対象児 期 日 内 容 

3 カ 月児 H
  

ハ
‘。
4

ュ
 

年
月
 
生
 

士
小
 

れ
  

8 月 6 日因 健康診査 

6 カ 月児 H
  

3
1
 

年
月
 

」
よ
 

れ
 

生
  

8 月20日因 健康相談 

1 歳 児 H
  

2
7
 

年
月
 

キ
（
 

れ
 

生
  

8 月26日（月） 健康相談 

1歳6カ月児 H
 

り
］
り
ム
 

年
月
 

＋
よ
 

れ
 

生
  

8 月27日因 健康診査 

3 歳 児 
S 63年 

4 月生まれ 
8 月15日困 健康診査 

粗大ゴミの収集 
次のように実施します 

月 	日 収 集 区 域 申告締切 

8 月 5 日（月） 旧町内、湊、湊団地 8 月 2 日圏 

8 月 8 日（村 
若葉、松島町（吹畑含む）、 
みどり町 

8 月 5 日（月） 

8 月20日因 梅
 
汎
 
長
 
概
 
米
 

七
松
 
札

島
  

8 月16日園 

8 月27日吹） 
飯詰、毘沙門、長富、三
好、中川（桃崎） 

8 月22日困 

レ出してもよい物 洗濯機、冷蔵庫、テレビ、 

ベッ ト、 タンス、 イス、 テーフ’ル、 タタミ、 

ジュータン、t凡、空ドラム缶、 自転車、石油

ストーフ’、 ヌ、ノーダンフr 

レ出せない物 リヤカー、農機具、バイク、ホ 

ームタンク、古タイヤ。 

レ申告は廿国）21 11番内線269番保健環境課 

レ粗大コ’ミには名札を・っけてください（ない物1 

については、収集いたしません)o 

レ各家庭からの粗大ゴミは 3 個までとします。 

レ朝8 時まで・出して下さい。 

狂犬病予防注射と 
登録の追加実施 

4 月の実施時に受けられなかった犬を対象に 

実施します。 飼い犬に噛まれる事故が多発してー 

いますので、必ず受けるようお願いします。 

レ日時 7 月29---30日 9 : 30-15 : 30 

レ場所 五所川原保健戸斤 

レ料金（毎年 1回） 

欝醤語器計 4880円 計 4,880円 

⑥登録をしなかったり、注射を受けなかったり

しますと狂犬病予防法違反となり、罰則の対

象となります。 

⑨犬が死亡または行方不明などにより、現在飼

っていない場合は、市保健環境課へご連絡く

ださい。 

平成 3年(1991年)7月15日 広報ごしょがわら (第739号)⑩

ほげんだより
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この欄の問い合わせ保健環境課
内線268・272

8月の保健センター相談日
8月 2日、 9日、 16日、 23日、 30日です。(毎

週金曜日)。

1>時間 午前10時から午後 3時まで。

1>内容 血圧測定、以検査等を合めた健康相談

に応じますので、赤ちゃんからお年寄りまで

お気軽にご利用 ください。

乳幼児の健康診査
1>場所市保健セ ンター

1>受付時間 12: 30-12 : 45まで

1>持参するもの 母チ健胤手帳、パスタオル。

3歳児はアンケートと }Jj<を小 ピンに入れて持

参ください。

※注意 ① 6ヵ月健康相談につごうで来れ なか

った場合は、神経芽細胞腫(小児がん)の検

査セッ トを、母チ健康手I娠を持参のうえ保健

環境課窓口にもらいにきてください。(6ヵ月、

7ヵ月児に限る。)

②病気療養中(特に伝染性の病気)のお jι

さんはご述慮くだ さい。

月 齢 対象児 期 日 内容

3ヵ月児
H 3年 8月6日Ij() 健康診査4月生まれ

6ヵ月児
H 3年 8月20日伏) 健康相談1月生まれ

歳 児 H 2 年月
7 生まれ

8月26日(月) 健康相談

l歳6ヵ月児
H 2年 8月27日伏) 健康診査2月生まれ

3 歳 児
S63年 8月15日(木) 健康診査4月生まれ

第11固定期発表会

/モダン・バレエ¥
オガワ I _. _.. Iスタジオ

¥モタン・タンスノ

b期日 、 I ~成 3 年 7H21 11 (ll) 午後 2[I，f 

b会場 五所川原市民文化会館

b入場料 無料

粗大ゴミの収集
次のように実施します

月 日 収集区域 申告締切

8fl5日(円) 旧町内、淡、 j奏団地 8月2日(鉛

8月8日(村
若葉、松島町(日欠畑含む)、

8月5日(月)
みどり町

8 fj20日伏)
七和、梅沢、長橋、 栄、

8月16日幽
松島

8月27日Ij()
飯詰、毘沙門、長富、ニ

8月22日(木)
好、中川(桃山奇)

じ〉出しでもよい物 洗滞機、冷蔵賄、 テレビ、

ベッ ト、タンス、イ ス、 テーブル、 タタミ、

ジュータン 、机、空ド ラム缶、 r-I!伝卓、石油

ス トーフ 、 スノーダンプ

1>出せない物 リヤカ ー、農機具 、バイク 、ホ

ームタン夕 、古タイヤ。

1> E!J ~与はE⑮2111番内線269番保健環境諜

1>粗大ゴミ には名札をつけてください(ない物

については、収集いたしません)。

1>各家!必からの粗大ゴミ は 3個 ま でとします。

1>初]8日、子まで'，'Bしてードさし、。

狂犬病予防注射と
登録の追加実施

4 月 の実施11~に受けられなかった犬を対象に

夫》包します。飼い犬に11向まれる事肢が多発して

いますので、必ず受けるようお願いします。

1>日時 7 }-j 29-30日 9 : 30-15 : 30 

1>場所 li所川原保健所

1>料金 (毎年 1Inl) 

登録料 2，100Pl 
'計 4，880円

1主身寸事斗 2，7801-'J 

。登録 をしなかった り、 注射 を受けなかったり

しますと狂犬病予防法違反となり、罰則の対

象となります。

。犬が死亡または行方不明な どにより 、現 在飼

って いない場合は、市保健環境諜へご連絡く

ださし、。

夏の防犯運動

期間平成3年7 月 20 日 ~ 8 月 19 日

0重点11標

ω暴力の追放

② 少年の非行ド;)jJJ:: 

③ 盗難の|リj止

④ 水難事故の防止
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